
1 

令和 7年 3月 4日 

 

日南町議会議長 山本 芳昭様 

 

                                                 日南町長 中村 英明  

 

大西 保議員 一般質問答弁要旨 

 

質 問 要 旨 答 弁 要 旨 

1. 外国人材育成雇用プロジェクトについて 

外国人材育成雇用プロジェクト現在の状況

と今後の取組み及び課題等について伺う。 

①日南病院内定者 2名の契約内容はどのように

なっているのか。奨学金の返還や病院に何年

間勤務しなければいけないのか。 

 

 

②日南病院の令和 7、8 年度の外国人材雇用の

計画は。 

③令和 7年度の鳥取城北日本語学校での留学生

の面談予定人数は。 

④モンゴルゾーンモド市からの今後の雇用計

画とオンライン会議の開催状況について伺

う。 

⑤あかねの郷の現在の外国人の就業状況につ

いて伺う。 

⑥あかねの郷の外国人雇用計画を伺う。 

 

 

 

2．病院新築の計画進捗状況と経営状況等につ

いて 

移転新築の基本計画策定を1年延期し、今年

の9月末とされたが、計画策定の進捗状況と病

院の経営状況等について伺う。 

①過去 3年間の実質の収支はどのようになって

いるのか。 

②診療科目を現行 8 科目から 10 科目へとなる

が、診療 8 科目毎の収支の実績と 10 科目の

収支予想は。 

 

 

 

1． 

 

 

①令和 7年 4月、大阪健康福祉短期大学安来キ

ャンパスへ入学し、2 年間の就学後日南病院

に就職が内定している者に対し、奨学金を給

付・貸与する内容。返還規定は 5年間勤務に

より免除としている。 

②令和 7 年度の外国人採用計画は 4 名、令和 8

年度は予定していない。 

③現時点では不明。昨年の日程では、6 月中旬

以降に判明する。 

④モンゴルからの雇用は見込めない状況。オン

ライン会議は、3 月以降での意向があり、今

後調整を行う。 

⑤令和 7 年 2 月 1 日現在で、1 名の方が就業し

ている。 

⑥令和 7 年度に 1 人、8 年度に 3 人、9 年度か

ら 12 年度までに年間 4 人、6 年間に合計 20

人の雇用を計画している。 

 

2． 

 

 

 

 

①令和 3 年度は+5,185 万円、令和 4 年度は

+1,150万円、令和 5年度は+3,410万円。 

②診療 8科目毎の収支の実績は、令和 5年度で

内科+660 万円、整形外科+530 万円、外科△

1,890万円、小児科が△900万円、眼科△820

万円、耳鼻科△670万円、皮膚科△370万円、

リハビリテーション科△280 万円。総合診療

科は、内科の中で診療するため内科の収支に
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③日野病院との連携で小児科医以外に何か検

討されているのか。 

④昨年 12 月に方針決定時期は、令和 7 年 9 月

まで延期すると報告があった。この度の施政

方針では令和 7年度中に方向性を示すとされ

たが、方針決定時期は 9月で変わらないのか。 

 

3. 林業アカデミー等の整備について 

①施政方針で森林・林業教育拠点並びに学生の

住居を整備するとあるが、改修するかすみ荘

周辺は、洪水ハザードマップでは 3.0ｍ～5.0

ｍ未満の浸水を想定されているがどのよう

な対策を考えているのか。 

含まれる。また歯科の収支予測は、現在の収

支を元に算出し概ね 400万円程度の黒字を見

込んでいる。 

③日野病院との連携は、人事交流を検討してい

る。 

④方針決定の時期については、昨年 12月 13日

の中心地域及び住宅政策調査特別委員会で

ご説明した本年 9 月末とする考えに変更な

い。 

 

3． 

①町は、引き続き県に対して河川の管理徹底を

強く要望していく。 
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令和 7年 3月 4日 

 

日南町議会議長 山本 芳昭様 

 

                                                 日南町長 中村 英明  

 

櫃田 洋一議員 一般質問答弁要旨 

 

質 問 要 旨 答 弁 要 旨 

1. 農業政策について 

①「地域計画」の進捗状況を伺う。 

 

②後継者対策について伺う。 

 

 

 

③中山間地域等直接支払第 6期対策への取り組

みを伺う。 

④スマート農業の取り組みを伺う。 

 

 

 

2．生山駅周辺の活性化について 

①まちの玄関口である生山駅についてどのよ

うに考えておられるか伺う。 

 

②生山駅の一日の利用状況について伺う。 

③利用促進の取り組みについて伺う。 

 

④生山駅構内の売店のオープン計画を伺う。 

⑤100 周年のイベントも開催されたが、200 周

年へ向けた取り組みを伺う。 

⑥子育て世帯向けの住宅について見解を伺う。 

 

⑦社会人の定期代補助も検討されてはどうか

と考えるが、見解を伺う。 

 

1. 

①3 月中に取りまとめが終了し、3 月末に公告

する予定。 

②安心して就農できる環境整備のため、産業振

興センターが関係機関と連携して新規就農

サポートチームを作り、就農支援を行ってい

く。 

③事業の詳細が分かり次第、地域への説明を行

う予定。 

④大規模経営体を中心にスマート農業機械の

導入支援を行っている。国・県の事業を活用

し、今後も推進していく。 

 

2. 

①かつての賑わいは失われている。これまでと

違ったアプローチで活力を取り戻すことを

実現したい。 

②2022年は 152人。 

③町外からの誘客を視野に入れた、賑わいと活

力のある地域づくりを考えていく。 

④GW前のオープンを目指している。 

⑤駅を核とした、地域を盛り上げるイベントを

積極的に取り入れたい。 

⑥賑わいとともに活力を生む住宅地整備は必

要であると考える。 

⑦まずは住民ニーズなど実態把握が必要。パー

クアンドライドの促進は大事な視点であり、

総合戦略第三者評価委員会において話題に

してみたい。 
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令和 7年 3月 4日 

 

日南町議会議長 山本 芳昭様 

 

                                                 日南町長 中村 英明  

 

岩﨑 昭男議員 一般質問答弁要旨 

 

質 問 要 旨 答 弁 要 旨 

1．スマート農業の推進施策について 

①町内では農業の効率化と生産性向上を目的

として、補助事業等を活用しながら田植機や

ドローンなどのスマート農業機械の導入が

進んでいる。導入された機械の運用実績や農

家からの評価を踏まえ、町としてどのような

分析を行っているのか伺う。 

②鳥取県は令和 7年度にスマート農業の推進を

目的として RTK基地局を試験設置する計画を

発表している。町はこの事業に対して県とど

のような形で連携し、地域農業の発展に活用

しようと考えているのか具体的な方針を伺

う。 

③昨年、町内では高温障害によりトマトの裂果

等が発生し、一部地域では生産量が大幅に減

少したという事例が報告されている。こうし

た気象変動に対応するためには、IOT 機器を

導入し、温度・湿度・日射量・土壌水分など

の環境データをリアルタイムでモニタリン

グしながら、一貫したデータ管理による科学

的な栽培管理を推進することが重要である

と考えるが、町長の見解を伺う。 

 

2. にちなんブランド化促進事業について  

(1)令和6年度から、町のブランド化の一環とし

て「日南町水田農業9次産業化事業」が進めら

れている。この事業について、次の点を伺う。 

①日南米加工販売支援補助金の活用状況につ

いて 

②日南米の加工品販売額の拡大や、地域内外で

の認知度の向上が見込めるのか、現状の見通

しについて 

③「日南町水田農業9次産業化計画」策定の進捗

状況について 

1． 

①スマート機械の能力を十分に引き出せてな

いと認識しているが、農業機械本体の普及に

ついては一定の成果が出たと認識している。 

 

 

 

②本年度の県事業では調査研究や普及啓発が

中心であるが、今後町がスマート農業を進め

るには不可欠なことであるので、県の動向を

注視し情報収集や必要な要望を行う。 

 

 

③従来型の生産方式では対応が難しい状況が

来ているのは認識している。IOT 機器などを

投資し科学的な栽培管理をすることや栽培

技術、ハウスの仕様を転換する必要性を認識

している。 

 

 

 

 

 

2. 

(1) 

 

 

①現在 2 件の利用があり、3 月にイベントを検

討されている。 

②一朝一夕に認知度の向上は難しいが、道の駅

指定管理者はもち米加工に向けて原料の確

保を行っている。 

③いきなり大きな施設整備は難しいため、スモ

ールスタートで行う計画を検討中である。 
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(2)道の駅指定管理者である㈱サクセスの事業

計画では、指定管理期間中にヒメノモチの加

工販売を推進し、最終的に年間売上額6000万

円を目指す計画となっている。現時点でその

取り組みはどのような段階にあるのか。事業

の進捗状況や、今後の課題について町の認識

を伺う。 

 

3．移住者向けの住宅確保について 

①令和4年度から「山里Loadにちなん」を総合的

な移住相談窓口と位置づけ、空き家バンク事

業や空き家リノベーション創業事業などを

通じて移住者向けの住宅確保に取り組んで

きた。この取り組みを開始して3年が経過し、

一定の成果が見られると考えられるが、具体

的にどのような効果があったのか。 

②今後、さらに移住促進を進めるために、新た

に検討している住宅確保施策があれば伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)まだ小さな動きだが、町内農家からもち米

を購入し、独自にもち加工を行いレストラン

の新メニューとして提供している。今後の課

題は、やはり加工部分だと捉えている。 

 

 

 

 

3． 

①空き家バンク登録物件への入居は 12 月末実

績で 20件と昨年の 16件を上回って推移して

いる。うち 4件は登録物件の購入であり、登

録物件の取得や改修補助の活用も進んでい

る。 

 

 

②財政・運営面からも町営での新たな住宅整備

ではなく、民間と連携した整備を検討してい

く。 
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令和 7年 3月 4日 

 

日南町議会議長 山本 芳昭様 

 

                                                 日南町長 中村 英明  

 

高橋 洋志議員 一般質問答弁要旨 

 

質 問 要 旨 答 弁 要 旨 

1. 観光列車「あめつち」「銀河」について 

①「あめつち」利用客の内タクシーでの生山駅

～出雲横田間の利用者数について伺う。 

 

②立ち寄り場所の道の駅、解脱寺の経済効果及

び利用者からの評価は。 

 

 

 

③解脱寺を本町の観光の目玉として政策的に

取り組んでいくべきと考えるが町長の見解

を伺う。 

④「銀河」に対する取り組みの評価及び経済効

果は。 

 

 

 

2. 移動販売の実績について 

①今年度の実績及び見込みについて、月ごとの

利用者数、販売金額について伺う。 

 

 

②新規参入事業者はあったか伺う。 

 

3．たったもカードについて 

①対前年比の月ごとの利用実績について伺う。

（町民と町外者別で） 

 

 

 

②今後の利用促進の計画について伺う。 

 

 

4．公共交通について 

1． 

①生山駅発の直行便で 14便を設定し 21人の利

用があった。出雲横田駅発は観光を絡めた運

行で 14便に 31人の利用実績であった。 

②解脱寺には参加料の一部が案内料として支

払われている。道の駅での買い物金額は把握

できていないが、土産物等の購入はある。参

加者は少なかったが、参加者からは一定の評

価を受けている。 

③重要な観光資源との観点からも、各種事業と

のタイアップ等を検討していく。 

 

④生山駅に限らず各停車駅のおもてなしの満

足度は非常に高い。経済効果は限定的ではあ

るが、今後も日南町の認知度を高め来町のき

っかけとなるよう努めていきたい。 

 

2． 

①1 月末までの延べ利用者数 3,118 人、総販売

金額は約 690万円であり、月平均利用者数は

約 346 人、平均販売額は約 77 万円である。

今後も同様に推移すると見込んでいる。 

②新規参入事業者はなかった 

 

3． 

①スペシャルポイントの付与額減少により、前

年同期比の利用額は 76％である。町外者向け

カードの利用率も独自キャンペーンを行わ

なかったことにより前年同期比で 92％とな

っている。 

②効果検証や商工会との意見を踏まえ、新たな

アイデアにより商工振興を図っていく。 

 

4． 
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①町独自で町民用の日野高、日野病院線を運行

するべきと考えるが町長の見解を伺う。 

 

①独自路線の運行検討や、既存のダイヤの見直

し検討など、令和７年度に公共交通確保

対策協議会で議論する。 
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令和 7年 3月 4日 

 

日南町議会議長 山本 芳昭様 

 

                                                 日南町長 中村 英明  

 

荒金 敏江議員 一般質問答弁要旨 

 

質 問 要 旨 答 弁 要 旨 

1．中学校教室のカーテンを遮光に 

①授業でタブレット、電子黒板を使用している

が、窓際の席の生徒は明るいため、画面が見

えにくい。遮光カーテンにするなどの対策が

必要と考えるが、見解を伺う。 

 

 

2．生山駅の利便性向上 

①2月6日、JR西日本と日南町との意見交換会が

行われた。その内容を問う。 

 

 

②列車とホームの間が広くあいていて乗降に

危険だが、この件についてどのような話し合

いが行われたのか、問う。 

③売店が閉まっている待合室の有効活用につ

いて、11月に開催した女性議会で、「来春より

山里Loadにちなんによる観光案内などの各

種サービスを計画している」と答弁された

が、具体的な内容を問う。 

 

3. 畜産農家支援 

①飼料の高騰などで経営が非常にきびしいと

の声を聞く。畜産農家支援をどのように考え

ているのかを伺う。 

1． 

①学校環境衛生基準では、教室の照度は最低

300 ルクス以上、500 ルクス以上が望ましい

とされ、遮光カーテンでは必要な照度が確保

できない。タブレットや電子黒板は、画面の

向きを変えるなどの対応ができると考える。 

 

2． 

①主に、駅周辺の賑わい創出についての協力及

び特急電車の停車本数の維持にかかる要請

や、券売機が使いにくい等利用者の声への対

応についての確認を行った。 

②乗降が不安な場合は、乗務員や近隣駅からの

人的サポートが可能であり、施設改良による

対応は考えていないとの回答であった。 

③山里 Load にちなんによる町の案内や券売機

の利用サポート等を主な機能としたスペー

スにするよう考えており、ゴールデンウィー

ク前のオープンを目標としている。 

 

 

3. 

①畜産農家が厳しい時代でも自立できる強い

経営体を目指し、子牛価格安定に向けた優良

母牛の導入を進められるよう支援する。 
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令和 7年 3月 4日 

 

日南町議会議長 山本 芳昭様 

 

                                                 日南町長 中村 英明  

 

岡本 健三議員 一般質問答弁要旨 

 

質 問 要 旨 答 弁 要 旨 

1．子どもの遊び場の整備について 

①こどもゆめ基金運営委員会では、公園の整備

について、どのような公園が望ましいとの意

見があったのか。 

 

②こどもゆめ基金運営委員会の意見を受け、町

として公園の設置へ向けて具体的な検討を

始めているのか。 

③令和7年度予算で、文化センター野外イベン

トひろ場で利用できる遊具を購入するとの

ことだが、管理者や利用方法について問う。 

 

 

2．上下水道料金の値上げについて 

①1月17日に開催された議会全員協議会で示さ

れた資料では、もっとも値上げ幅が少ない場

合でも、大家族や一部の事業者などは約3割

の値上げとなる案が示された。現在でも、県

内で高額の水準にある料金をさらに上げて

も良いのか。町長の見解を問う。 

②水道事業会計の赤字化を防ぐために値上げ

が必要との説明がされているが、一般会計か

らの繰り入れを行えば赤字は防げるのでは

ないか。 

 

3. 物価高騰対策について 

①町長は施政方針で「国の予算と動き」として、

基本的な考え方の2点目に「国民が賃金・所得

の増加を実感できるよう、幅広い政策を推進

すること」、3点目に「物価上昇を超える安定

的な賃上げを実現し、成長型経済への移行を

確実にすること」をあげている。これらを実

現するためにまず行うべきは消費税減税と

中小事業者の徹底支援による最低賃金の引

1． 

①乳幼児から高齢者までみんなが集える公園

が望ましい。また、町産木材を活用した遊具

など町の特色を活かした公園にしてほしい

などの意見があった。 

②中心地整備計画策定委員会内で検討進める

こととしている。 

 

③利用方法については、基本的に利用する方に

出し入れしていただきたいと考えている。管

理については町と保管場所である文化セン

ターとで管理する予定である。 

 

2． 

①日南町上下水道等料金審議会の答申の内容

を尊重しながら、今後の料金の在り方につい

て検討する。 

 

 

 

②上下水道料金等審議会でも水道料金と一般

会計等からの繰入金について適正な費用の

負担区分を審議中である。 

 

 

3． 

①消費税減税は国で議論・判断されるべきもの

であると考える。中小事業者の最低賃金引上

げは、町内経済基盤を強化し、従業員の賃上

げへ直結する施策として重要である。 
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き上げではないか。町長の見解を問う。 

②物価高騰対策として 1月に住民全員へのたっ

たもカードスペシャルポイント 8000 ポイン

トの付与が行われた。しかし、物価高騰が続

く中、これだけで十分とは言えない。たった

もカードなどを使った継続的な対策が必要

ではないか。 

 

②１月に付与したスペシャルポイントは、国の 

交付金が原資であり、町単独で同様の対策を

講じることは困難である。月 1回の 5倍デー

は継続して実施予定であるが、物価高騰対策

に関しては国に要望していく。 
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令和 7年 3月 4日 

 

日南町議会議長 山本 芳昭様 

 

                                                 日南町長 中村 英明  

 

山本 芳昭議員 一般質問答弁要旨 

 

質 問 要 旨 答 弁 要 旨 

1．総合計画（基本構想）について 

①10年間の総合計画期間の内 5年が経過し、折

り返しの時である。これまで 5年間の実施計

画及び行財政改革実施計画をどのように総

括されたのか伺う。 

 

2．日南町中期財政見通しと行財政改革実施計

画及び日南町公共施設個別管理計画について 

①日南町中期財政見通しにある令和 6年度に事

業のスクラップ及び歳出の縮減は計画通り

実施されたか。行財政改革実施計画に掲げる

取り組みとは何か。また、その実績について

伺う。令和 7年度には収支の改善が図られる

のか。 

 

 

 

 

②公共施設個別管理計画の見直し状況につい

て伺う。 

 

 

③今後 5年間の行財政改革実施計画の内容はど

のようなものか。 

 

 

3．日南町情報化推進計画アクションプランと

総合戦略について 

①日南町情報化推進計画アクションプランと

総合戦略の関連性について伺う。 

 

②アクションプランの実施状況及び検証結果

について伺う。 

 

1． 

①総合計画前期計画、行財政改革実施計画とも

に令和 6年度が最終年度となっている。令和

6 年度実績を踏まえ、令和 7 年度に総括を行

う。 

 

2． 

 

①予算要求基準の細かい設定や事業スクラッ

プを行った一方、物価高騰や賃上げ、災害や

大雪への対応等経費が嵩んだ。このことか

ら、計画通りの歳出縮減には至っていないも

のと考える。行革は「緩やかな人口減少社会

を目指す行財政改革」を基本理念とし、３つ

の基本方針に 34 の推進項目を設定して推進

管理している。令和７年度の収支改善は厳し

いと予測するが、自主財源の確保に引き続き

取り組んでいく。 

②現時点では十分な見直しには至っていない。

社会情勢を踏まえながら、各施設の運営や維

持管理のより良い見直しが進められるよう

努めていく。 

③基本理念、基本方針にガイドラインを設定

し、中期財政見通しを踏まえ予算編成へ反映

させていく。 

 

3． 

 

①行政 DX に関する分野は日南町情報化推進計

画に、地域 DX については第 3 期日南町総合

戦略に盛り込み推進・管理していく。 

②令和 5 年度末時点で全体の 50％にあたる 14

項目が達成している。そのうちタブレット活

用や災害時の情報収集、地域通貨などは実装
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4. 新日南病院建設と住宅政策について 

①中心地域整備検討委員会において新日南病

院や中心地整備について検討されている。12

月には中期財政見通しで今後 68 億円、病院

建築には 30 億円と公表された。実際この予

算で病院新築は可能か。また、30億の内訳に

ついて伺う。 

②中心地整備計画において林業アカデミー施

設整備、子育て世代定住促進住宅などが検討

さている。現在、町営住宅 5団地 47戸、特定

公共賃貸住宅 5団地 30戸、県営住宅 15戸、

その他短期滞在型専用住宅 12 戸定住促進住

宅 6戸、町有財産住宅を含めれば公営住宅は

120 戸ある。更に民間の賃貸住宅もある。日

南町全体での住宅需要をどのように把握さ

れているのか。今後の整備及び管理運営につ

いて伺う。 

に至っている。遅れている項目は、令和 6年

度に軌道修正を行い改善に努めている。 

 

4． 

①30億円は、病床機能や建築費等を踏まえた設

計や積算に基づくものではなく、将来にわた

り町財政の健全性を維持していくために耐

えうる予算規模として 30 億円を設定してい

る。現状、内訳はない。 

 

②林業アカデミー寮の整備により単身用住宅

はある程度確保できる見込み。子育て世代向

け住宅は公営、民間、空き家含め困難な状況。

町営ではなく民間主体で整備できないか検

討していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


